
 

開
催
し
ま
す

 

黒
田
サ
ミ
ッ
ト 

ｉ
ｎ 

瀬
戸
内
市

　
長
船
町
福
岡
は
黒
田
氏
に
ゆ
か

り
が
あ
る
地
で
す
。

　
戦
国
時
代
の
武
将
で
、
平
成
26

年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師

官
兵
衛
」
の
主
人
公
で
あ
る
黒
田

官
兵
衛
に
ゆ
か
り
の
自
治
体
や
関

係
団
体
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
す

る
「
黒
田
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
瀬
戸
内

市
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
黒
田
サ
ミ
ッ
ト
は
、
第
１
回
が

平
成
９
年
に
滋
賀
県
木
之
本
町

（
現
長
浜
市
）
で
開
催
さ
れ
、
平

成
15
年
の
福
岡
県
福
岡
市
、
平
成

20
年
の
兵
庫
県
姫
路
市
に
続
き
、

今
回
が
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
黒
田
官
兵
衛
や
備
前
福
岡
の
歴

史
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
よ
い

機
会
で
す
。お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
11
月
25
日
（
日
）
午
後

　
市
・
瀬
戸
内
市
）
の
職
員
や
関

　
係
団
体
の
代
表
者
に
よ
る
発
表

※
詳
し
く
は
、
本
紙
折
り
込
み
チ

　
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
同
日
開
催
︼

　

・
第
13
回
「
備
前
福
岡
の
大
市
」

▽
時
間　
午
前
８
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　
市
場
小
路
一
帯
（
長
船

　
町
福
岡
）

　

・
名
刀
太
鼓
に
よ
る
演
奏

▽
時
間　
午
前
11
時
〜
午
前
11
時

　
30
分

▽
場
所　
妙
興
寺
境
内
（
長
船
町

　
福
岡
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
黒
田
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
４

　

・
備
前
福
岡
の
大
市
に
つ
い
て

　

備
前
福
岡
大
市
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

３
２
１
１

 

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
特
別
展

 

第
７
回
お
守
り
刀
展
覧
会

　
日
本
刀
は
、
作
刀・刀
剣
研
磨・

木
工
芸
・
金
工
・
漆
芸
・
組
紐
と

日
本
伝
統
美
術
工
芸
の
粋
を
集
め

て
製
作
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
本
来
、
日
本
刀
は
刀
身
だ
け
で

くらしの情報

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
小
池
邦
夫
が
生
前
に

交
流
を
重
ね
、
師
と
仰
ぎ
、
友
と

し
た
棟
方
志
功
、
中
川
一
政
な
ど

16
人
の
芸
術
家
へ
の
敬
慕
を
込
め

た
絵
手
紙
な
ど
約
１
５
０
点
を
展

示
し
ま
す
。

▽
期
間　
11
月
17
日
（
土
）
〜
12

　
月
16
日
（
日
）

※
休
館
日
は
、毎
週
月
曜
日
で
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　
一
般
５
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　
以
上
４
０
０
円
、　
中
学
生
以

　
下
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

出
せ
！　

知
恵
出
せ
！　

元
気

出
せ
！　
〜
本
物
の
地
域
お
こ
し

を
」と
題
し
て
講
義
を
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
わ
た
し
た
ち
と
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
11
月
10
日
（
土
）　

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
会
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

 

今
年
も
開
催
し
ま
す

 

キ
ラ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
瀬
戸
内
市

産
業
ま
つ
り
「
第
３
回
キ
ラ
リ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
商
工
会
と
市
内
の
各
種
団
体
や

市
民
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
、
特
産

品
や
地
元
の
商
品
の
販
売
、
地
元

企
業
の
紹
介
の
ほ
か
地
元
食
材
を

使
っ
た
「
Ｓ
級
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス

ト
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
11
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

は
な
く
、
そ
れ
を
納
め
る
外
装
を

含
め
た
全
体
の
総
称
と
し
て
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
刀
は
、
古
来
か
ら

単
に
斬
る
た
め
の
道
具
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
霊
力
を
持
つ
も
の

と
考
え
ら
れ
、
災
難
か
ら
持
ち
主

の
身
を
守
る
「
お
守
り
刀
」
を
作

る
風
習
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
本
展
覧
会
で
は
、
全
国
の
刀
匠

が
制
作
し
た
新
作
の
お
守
り
刀
46

点
（
外
装
を
含
む
）
と
、
お
守
り

刀
イ
メ
ー
ジ
写
真
20
点
、
古
作
名

品
数
点
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　
12
月
２
日
（
日
）
ま
で

※
休
館
日
は
、毎
週
月
曜
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後

　
10
時
〜
午
後
４
時

　

 

要
予
約
、
受
講
料
２
、０
０
０

円
、
材
料
費
１
０
、０
０
０
円

　

・
刀
職
者
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

　
ー
ク

　
開
催
期
間
中
の
日
曜
日
と
祝
日

　
午
前
10
〜
11
時
、
午
後
１
〜
２

　
時　
無
料
（
た
だ
し
、
入
館
料

　
は
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
特
別
展

 

緒
形
拳
か
ら
の
手
紙
と
小
池
邦
夫
・
師
友
16
人
展

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
特

別
展
「
緒
形
拳
か
ら
の
手
紙
と
小

池
邦
夫
・
師
友
16
人
展
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
１
時
〜
午
後
３
時
45
分

※
午
後
０
時
30
分
受
付
開
始

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容　

　

・
基
調
講
演
「
黒
田
官
兵
衛
物
語
」

　
講
師　
黒
田
美
江
子
氏
（
歴
史

　
研
究
家
）

　

・
実
践
発
表
「
黒
田
官
兵
衛
を
と

　
お
し
た
町
づ
く
り
」

　
黒
田
氏
ゆ
か
り
の
自
治
体
（
滋

　
賀
県
長
浜
市・兵
庫
県
姫
路
市・

　
大
分
県
中
津
市
・
福
岡
県
福
岡

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　
ま
で
）

▽
入
館
料　
大
人
５
０
０（
４
０
０
）

　
円
、高･

大
学
生
３
０
０（
２
５
０
）

　
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
（　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　
金
で
す
。

︻
関
連
イ
ベ
ン
ト
︼

　

・
お
守
り
プ
レ
ー
ト
へ
の
銘
切
り

　
11
月
３
日
（
土
・
祝
）、
４
日

　
（
日
）、18
日
（
日
）、23
日
（
金・

　
祝
）、
12
月
２
日
（
日
）
午
前

　
９
時
〜
午
後
３
時
、
８
０
０
円

　
（
１
枚
あ
た
り
）

　

・
公
開
古
式
鍛
錬

　
11
月
11
日
（
日
）、
25
日
（
日
）

　
午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時
〜

　
（
各
１
時
間
）

　

・
長
船
刀
剣
森
づ
く
り
（
間
伐
・

　
炭
作
り
体
験
）

　
11
月
18
日
（
日
）、
12
月
16
日

　
（
日
）
午
前
８
時
〜
午
後
４
時

　
５
０
０
円
（
昼
食
代
）、
要
予
約

※
博
物
館
へ
集
合
、
バ
ス
で
美
咲

　
町
へ
移
動
し
、
夕
方
博
物
館
へ

　
戻
っ
て
き
ま
す
。
着
替
え
を
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
お
守
り
小
刀
製
作
講
座

　
11
月
３
日
（
土
・
祝
）、
17
日

　
（
土
）、
12
月
１
日
（
土
）
午
前

同日開催の備前福岡の大市

　

　

・
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン

　
シ
ョ
ー
「
か
な
え
て
！
ゆ
め
の

　
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
」　
午
前
11
時

　
35
分
〜
、午
後
２
時
55
分
〜（
各

　
回
30
分
）

　

・
軽
食
や
手
作
り
食
品
の
販
売

　

※
詳
し
く
は
、
本
紙
折
り
込
み
チ

　
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　
せ
と
う
ち
村
塾
の
市
民
大
学
講

座
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

前
衆
議
院
議
員
・
橿き

ょ
う
じ
ゅ
し
ゃ

樹
舎
舎

主
の
小
野
晋
也
氏
を
招
き
、「
夢

 

開
催
し
ま
す

 

せ
と
う
ち
保
健
福
祉
フ
ェ
ス
タ

　
「
で
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、
さ
さ

え
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
健
康
づ

く
り
や
子
育
て
、
障
害
な
ど
に
関

す
る
知
識
を
深
め
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
せ
と
う
ち
保
健
福
祉
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
２
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
18
日
（
日
）
午
前

　
９
時
20
分
〜
午
後
３
時
30
分

※
開
場
は
午
前
９
時
で
す
。

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
主
な
内
容　

　

・
講
演
会
「
学
び
合
い
、
支
え
合

　
い
、
慈
し
み
合
い
〜
福
祉
か
ら

　
は
じ
ま
る
ま
ち
づ
く
り
〜
」（
手

　
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り
）

　
講
師　
田
淵
泰
子
氏
（
万
成
病

　
院
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　
多
機
能
型
事
業
所
ひ
ま
わ
り
施

　
設
長
、
元
山
陽
放
送
ア
ナ
ウ
ン

　
サ
ー
）
午
前
10
時
45
分
〜
午
前

　
11
時
30
分

　

・
保
健
・
福
祉
に
関
す
る
各
種
相
談

　

・
映
画
「
ウ
ィ
ニ
ン
グ
・
パ
ス
」

　
（
字
幕
付
き
）
午
後
０
時
10
分

　
〜
午
後
２
時

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

緒形拳　絵手紙

刀身の部　第一席　特賞　岡山県知事賞
川崎仁史（埼玉県）（上）
外装の部　第一席　特賞　熊本県賞　
宮入恵（長野県）（下）フットケアも体験できます

　
５
歳
か
ら
筆
を
持

ち
、
自
ら
を
「
墨

童
」
と
称
し
た
緒
形

拳
は
、
二
番
目
に
好

き
な
俳
優
の
道
を
生

き
ま
し
た
。

　
絵
手
紙
作
家
の
小

池
邦
夫
と
の
濃
密
な

25
年
間
の
交
流
。
人

間
緒
形
拳
の
心
象
が
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※
雨
天
決
行
で
す
。

▽
場
所　
瀬
戸
内
警
察
署
南
空
き
地

▽
駐
車
場　

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
跡
地
（
牛
窓
町
牛
窓

６
３
９
９
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
商
工
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
１
０

 

募
集
し
て
い
ま
す

 

統
計
調
査
員
候
補
者

　

統
計
調
査
で
得
ら
れ
た
結
果

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
各
種

行
政
施
策
を
企
画
・
立
案
す
る
上

で
の
重
要
な
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
に
従

事
す
る
統
計
調
査
員
の
候
補
者
を

　
査
件
数
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り

　
ま
す
。

※
調
査
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

　
調
査
の
規
模
・
調
査
内
容
・
お

　
住
ま
い
の
地
域
な
ど
を
考
慮
し

　
て
行
う
た
め
、
統
計
調
査
へ
の

　
従
事
に
つ
い
て
は
ご
希
望
に
沿

　
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

▽
登
録
方
法

　
「
瀬
戸
内
市
統
計
調
査
員
候
補

者
登
録
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
書
類
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-
２
２-

１
０
３
１

　
HP http://www.city.setouchi.lg.jp/

　

life/support07_3.html

 

出
会
い
と
き
っ
か
け
を
提
供

 

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
会
い
ど
ね
〜
し
ょ
ん

　
岡
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
う
あ

くらしの情報

全
な
作
業
環
境
整
備
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
事
業
場
に
お
い
て
も

全
員
が
参
加
し
て
、
事
業
場
の
実

態
に
応
じ
た
点
検
項
目
を
定
め
、

毎
月
１
日
に
点
検
を
行
う
な
ど
、

労
働
災
害
防
止
の
徹
底
を
図
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

２
０
１
３

 

募
集
し
ま
す

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
学
生　

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
学
生
や
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
学

資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
無
料
の
案
内

書
・
願
書
を
請
求
し
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

︻
広
域
通
信
制
高
等
学
校
普
通
科
︼

▽
対
象
者　

中
学
校
を
卒
業
し
た

　
人
ま
た
は
平
成
25
年
３
月
に
卒

　
業
見
込
み
の
人
、
高
等
学
校
中

　
退
者
（
編
入
学
）
な
ど

▽
内
容

　
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
利

用
し
、
３
年
間
で
高
校
卒
業
資
格

を
取
得
で
き
ま
す
。
登
校
は
月
１

の
同
伴
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会

参
加
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
障
害
福
祉
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-
７
３
６
２

 

あ
な
た
と
家
族
を
守
る
命
綱

 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
平
成
20
年
に
、「
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
」
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然

と
し
て
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

な
い
で
車
両
に
乗
る
人
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

助
手
席
や
後
部
座
席
の
人
も
、
必

ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

  

特
に
、
幼
児
（
６
歳
未
満
の
子

ど
も
）
を
自
動
車
に
乗
せ
る
と
き

は
、
子
ど
も
の
体
格
に
合
っ
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
座
席
に
確

実
に
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

　

☎
０
８
６-

２
３
４-

０
１
１
０

い
セ
ン
タ
ー
）で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
へ
の
理
解
を

深
め
、
独
身
男
女
の
出
会
い
を
支

援
す
る
交
流
会「
Ｙ
Ｏ
Ｕ（
ゆ
う
）

＆
会
い
（
あ
い
）
ど
ね
〜
し
ょ
ん

〜
あ
な
た
に
会
え
れ
ば
明
日
が
変

わ
る
!!
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
16
日
（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場
所

　
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市

　
北
区
南
方
２-

１
３-

１
）

▽
対
象
者　

岡
山
県
内
に
在
住
、

在
勤
の
20
〜
40
歳
代
の
独
身
社

会
人
（
学
生
は
不
可
）、
岡
山

が
好
き
な
人
な
ど

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
３
１-

０
５
３
２

　
HP http://w

w
w

.youi-c.com
/

 

協
力
し
て
く
だ
さ
い

 

献
体
制
度

　
献
体
と
は
、
死
後
、
自
分
の
遺

体
を
医
・
歯
学
生
の
解
剖
実
習
の

た
め
に
、
大
学
へ
無
償
で
提
供
す

る
こ
と
で
す
。

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
加
入
し
て
い
な
い
場
合
は
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
労
働
保
険
の
事
務
処
理

を
代
行
す
る
労
働
保
険
事
務
組
合

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
大
寺
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２

　

岡
山
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

０
５
９
１

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
統
計
調
査
員
は
、
決
め
ら
れ
た

期
間
内
に
調
査
票
の
配
布
や
回

収
、
審
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
業
務
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
で
知
り
得
た
秘
密

に
関
す
る
事
項
を
他
人
に
漏
ら
す

こ
と
は
、
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

▽
従
事
す
る
調
査

　
統
計
調
査
員
が
従
事
す
る
調
査

の
例
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
報
酬
額
は
統
計
調
査
の
種
類
や

　
調
査
活
動
に
か
か
る
日
数
、
調

　
遺
体
は
、
死
後
、
大
学
に
迎
え

ら
れ
ま
す
。
解
剖
実
習
終
了
後
、

大
学
で
火
葬
し
、
死
後
１
年
か
ら

１
年
半
後
に
遺
骨
を
遺
族
に
お
返

し
し
ま
す
。

　
献
体
に
は
、
家
族
や
親
戚
の
同

意
が
必
要
で
す
の
で
、
十
分
に
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
解
剖
実
習
は
、
人
体
の
構
造
を

知
る
た
め
の
大
切
な
学
問
で
す
。

医
学
・
歯
学
の
発
展
の
た
め
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
と
も
し
び
会︵
岡
山
大
学
医
学
部
内
︶

　

☎
０
８
６-

２
３
５-

７
０
９
２

 

加
入
し
て
い
ま
す
か

 

事
業
主
の
労
働
保
険

　
11
月
１
〜
30
日
は
労
働
保
険
適

用
促
進
強
化
期
間
で
す
。
従
業
員

を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
こ
と

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

☎
０
４
２-

５
７
２-

３
１
５
１

　

HP http://w
w

w
.n-gaku.jp

 

受
け
入
れ
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

 

「
ほ
じ
ょ
犬
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　
「
ほ
じ
ょ
犬
（
身
体
障
害
者
補

助
犬
）」は
、特
別
な
訓
練
を
受
け
、

目
や
耳
や
手
足
に
障
害
の
あ
る
人

の
生
活
の
手
伝
い
を
す
る
「
盲
導

犬
」「
聴
導
犬
」「
介
助
犬
」
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　
ほ
じ
ょ
犬
は
、
き
ち
ん
と
し
つ

け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
社
会
の
マ

ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
手
入
れ
も
行
き
届
い
て
い

る
た
め
清
潔
で
す
。

　
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
で
は
、

飲
食
店
や
ス
ー
パ
ー
、
ホ
テ
ル
な

ど
不
特
定
か
つ
多
数
の
人
が
利
用

す
る
民
間
施
設
で
も
、
ほ
じ
ょ
犬

回
か
ら
２
回
で
す
。

▽
出
願
方
法

　

入
学
案
内
書
と
願
書
を
請
求

し
、
出
願
し
て
く
だ
さ
い
。
書
類

選
考
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

※
必
要
書
類
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
願
書
受
付
期
間

　

・
推
薦
入
学　
平
成
25
年
１
月
18

　
日（
金
）〜
24
日（
木
）（
必
着
）

　

・
一
般
入
学　
平
成
25
年
１
月
25

　
日
（
金
）
〜
平
成
25
年
４
月
30

　
日
（
火
）（
必
着
）

※
入
学
の
た
め
の
筆
記
試
験
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

︻
生
涯
学
習
通
信
講
座
︼

▽
対
象
者　

一
般

▽
内
容

　
教
養
・
趣
味
か
ら
語
学
・
資
格

ま
で
、
幅
広
い
分
野
の
講
座
が

２
０
０
コ
ー
ス
以
上
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
方
法

　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
か
ら
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
受
講
期
間　
３
カ
月
〜
１
年

※
受
講
す
る
講
座
に
よ
っ
て
異
な

　
り
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間　
通
年

■
問
い
合
わ
せ
先

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

多くの人でにぎわった第２回キラリンフェスティバル 2011

厚生労働省：身体障害者補助犬
（ほじょ犬）マーク

調査名 調査件数 報酬額 期間 次回調査
国勢調査 約 60 件 約 4 万円 約 3 週間 平成 27 年

経済センサス 約 70 件 約 4 万円 約 3 週間 平成 29 年

農林業センサス 約 20 件 約 2 万円 約 2 週間 平成 26 年

住宅・土地統計調査 約 40 件 約 5 万円 約 4 週間 平成 25 年

就業構造基本調査 約 15 件 約 4 万円 約 4 週間 平成 29 年

工業統計調査 約 20 件 約 2 万円 約 3 週間 毎年

 

毎
月
１
日
は
﹁
安
全
点
検
の
日
﹂

 

岡
山
労
働
災
害
撲
滅
運
動

　
岡
山
労
働
局
で
は
、「
２
０
１
２

岡
山
労
働
災
害
撲
滅
運
動
実
施
本

部
」
を
設
置
し
、
毎
月
１
日
を
事

業
場
全
員
参
加
に
よ
る
「
安
全
点

検
の
日
」
と
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
場
に
応
じ
た
安
全
点
検
活
動

の
実
施
を
提
唱
し
、
労
働
災
害
防

止
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
安
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